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Abstract: This study examined peculiarities in body composition (i.e., the total body, the upper limbs, 
the lower limbs, and the trunk) and percent body composition of female basketball players, swimmers 
and non-athletes. Subjects were 15 female basketball players of the Women’s Japan Basketball League, 17 
female swimmers and 15 non-athletes. The items of measurements were body weight (BW), fat mass 
(FM), lean tissue mass (LTM), and bone mineral content (BMC) obtained with dual energy X-ray 
absorptiometry (DXA). Percent body composition (%FM, %LTM, and %BMC) were calculated by 
dividing FM, LTM, and BMC by each segmental BW.
Results of this study were as follows:
1) Basketball players had higher %LTM in the upper limbs and the trunk than swimmers. Basketball 
players had lower %FM in the upper limbs and the trunk than swimmers. Basketball players and 
swimmers had almost the same %LTM and %FM in the lower limbs. Basketball players had higher 
%BMC in each segment than swimmers.
2) Basketball players had higher %LTM and %BMC in the right upper limb than in the left upper 
limb. Basketball players had lower %FM in the right upper limb than in the left upper limb. But 
swimmers had little to no difference between left and right.
We cleared these peculiarities in segmental percent body composition and its right and left balance of 
female basketball players, swimmers. We believe these results will be important basic data for designing 
conditioning and training programs.
(Received: April 18, 2008 Accepted: October 22, 2008)




















技者の体脂肪率は 10 ～ 27% であり、特にマラソン、


























身体組成分析は、DXA 法を用いた X 線骨密度測定
装置（DPX、Lunar 社製）を用いて、全身をスキャン
した。さらに全身のデータを頭部、上肢、下肢、体幹








（FM）、除脂肪除骨塩組織量 lean tissue mass（LTM）、
BMC であり、FM + LTM + BMC を体組織重量 body 
weight （BW）として算出した。BW は、全身の場合に
は体重で、身体各部位の場合にはその部位の組織の重
















































齢 23.1 ± 3.1 歳、BMI 21.8 ± 1.3 kg/m2）、女子水泳選手
17 名（平均年齢 19.5 ± 1.6 歳、BMI 20.9 ± 1.6 kg/m2）お
よび学生（非アスリート）15 名（平均年齢 23.5 ± 2.1
歳、BMI 22.6 ± 6 kg/m2）である。バスケットボール選
Table 1. Physical characteristics of subjects
3仲　ほか
し た（p < 0.001）。FM は、 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 選 手
（13.0 ± 2.3 kg）と水泳選手（11.6 ± 2.8 kg）の間に有意
差はなく、いずれも学生（非アスリート）（17.0 ± 4.9 kg）
より低値を示した（p = 0.003、p < 0.001）。LTM は、バ
スケットボール選手（50.3 ± 4.3 kg）が一番高値を示し
（p < 0.001）、次に水泳選手（42.3 ± 3.0 kg）、学生（非
アスリート）（38.1 ± 3.3 kg）の順であった（p = 0.002）。
BMC は、バスケットボール選手（3.2 ± 0.3 kg）が他の
2 群（水泳選手：2.4 ± 0.3 kg、学生（非アスリート）：
2.5 ± 0.3 kg）よりも高値を示した（p < 0.001）。
C.　全身の重量（体重）における体組成率の比較（Fig. 2）
全身における %FM すなわち体脂肪率は、バスケッ
トボール選手（19.5 ± 3.0%）と水泳選手（20.5 ± 3.9%）
の間に有意差はみられず、いずれも学生（非アスリー
ト）（29.0 ± 5.1%）より低値を示した（p < 0.001）。全
身の %LTM は、バスケットボール選手（75.6 ± 3.1%）
この研究で使用した DXA 法の機器は、38 keV と 70 
keV の 2 種類のエネルギーの X 線を照射し、25 平方
mm のピクセルごとに、吸収、散乱によって減衰する
際の X 線透過率の差から BMC、軟部組織量を測定す
る。さらに、軟部組織における FM と除脂肪組織量 fat-
free mass（FFM）の割合を、2 種類のエネルギーレベ
ルにおける 2 つの組織の質量減衰係数の比（R value）
から算定する13)。
全身のスキャン時間は、1 人当たり約 15 分であり、
測定値の変動係数（CV）は 1 ～ 2% 以下と高精度であ
る14,15)。全身スキャンの X 線被爆量は、0.02 mRem（測
定 Mode: Fast）と少なく、通常の胸部 X 線直接撮影の







すなわち、体組成率のうち、FM の割合は percent fat 
mass（%FM）= FM ÷ BW × 100、LTM の割合は percent 
lean tissue mass（%LTM）= LTM ÷ BW × 100、BMC の
割合は percent bone mineral content（%BMC）= BMC 
÷ BW × 100 として解析した。
D.　統計処理
測定値は平均値 ± 標準偏差（mean ± S.D.）で表示し
た。3 群間の差の検定は分散分析の post hoc 検定を
行った。また、左右バランスの検定には対応のある
t-test を用いた。いずれの検定でも、統計学的有意水準






手が他の 2 群より高値を示した（p < 0.001）。BMI は、
水泳選手が学生（非アスリート）より低値を示した




（66.5 ± 5.0 kg）が他の 2 群（水泳選手：56.3 ± 4.5 kg、
学生（非アスリート）：57.6 ± 7.5 kg）よりも高値を示
Fig. 1. Body composition (body weight: BW, fat mass: FM, 
lean tissue mass: LTM, bone mineral content: BMC) 
in the total body
Fig. 2. Percent body composition (percent fat mass: %FM, 
percent lean tissue mass: %LTM, percent bone 
mineral content: %BMC) in the total body
4女子バスケットボール選手と水泳選手の部位別左右別身体組成
手：4.2 ± 0.3%、学生（非アスリート）：4.1 ± 0.4%）よ
りも高値を示した（p < 0.001）。
3.　体幹における体組成率
体幹における体組成率を Fig. 5 に示した。%FM は、
バスケットボール選手（15.7 ± 3.2%）が一番低値を示
し（p = 0.018 vs. 水泳選手、p < 0.001 vs. 学生（非アス
リート））、次に水泳選手（20.0 ± 4.9%）、学生（非アス
リート）（28.3 ± 6.4%）の順であった（p < 0.001）。%LTM
は、バスケットボール選手（80.4 ± 3.3%）が一番高値
を示し（p = 0.047 vs. 水泳選手、p < 0.001 vs. 学生（非
アスリート））、次 に 水 泳 選 手（76.9 ± 4.9%）、学生
（非アスリート）（68.6 ± 6.1%）の 順 で あ っ た（p < 
0.001）。%BMC は、バスケットボール選手（3.9 ± 0.4%）
が他の 2 群（水泳選手：3.1 ± 0.3%、学生（非アスリー
ト）：3.2 ± 0.5%）よりも高値を示した（p < 0.001）。
と水泳選手（75.3 ± 3.9%）の間に有意差はみられず、
いずれも学生（非アスリート）（66.7 ± 4.8%）より高値
を示した（p < 0.001）。%BMC は、バスケットボール





上肢における体組成率を Fig. 3 に示した。%FM
は、バスケットボール選手（14.6 ± 2.7%）が一番低値
を示し（p = 0.015 vs. 水泳選手、p < 0.001 vs. 学生（非
アスリート））、次に水泳選手（19.0 ± 5.5%）、学生（非
アスリート）（24.3 ± 5.8%）の順であった（p = 0.004）。 
%LTM は、バスケットボール選手（79.8 ± 2.7%）が一
番高値を示し（p = 0.021 vs. 水泳選手、p < 0.001 vs. 学
生（非アスリート））、次に水泳選手（75.9 ± 5.2%）、学
生（ 非 ア ス リ ー ト ）（70.7 ± 5.4%） の 順 で あ っ た
（p = 0.003）。%BMC は、 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 選 手
（5.5 ± 0.5%）が他の 2 群（水泳選手：5.1 ± 0.4%、学生
（非アスリート）：5.0 ± 0.6%）よりも高値を示した
（p = 0.011、p = 0.008）。
2.　下肢における体組成率
下肢における体組成率を Fig. 4 に示した。%FM は、
バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 選 手（22.7 ± 3.2%） と 水 泳 選 手
（21.5 ± 3.0%）の間に有意差はみられず、いずれも学生
（非アスリート）（31.1 ± 4.7%）よ り 低 値 を 示 し た
（p < 0.001）。%LTM は、 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 選 手
（72.7 ± 3.2%）と水泳選手（74.3 ± 3.0%）の間に有意差
はみられず、いずれも学生（非アスリート）（64.7 ± 
4.6%）より高値を示した（p < 0.001）。%BMC は、バ
スケットボール選手（4.6 ± 0.4%）が他の 2 群（水泳選
Fig. 3. Percent body composition (percent fat mass: %FM, 
percent lean tissue mass: %LTM, percent bone 
mineral content: %BMC) in the upper limbs
Fig. 4. Percent body composition (percent fat mass: %FM, 
percent lean tissue mass: %LTM, percent bone 
mineral content: %BMC) in the lower limbs
Fig. 5. Percent body composition (percent fat mass: %FM, 
percent lean tissue mass: %LTM, percent bone 





















の再現性は、BMC では 0.75%、軟部組織量（FM + LTM）
































































































BMC の体組成率を 3 群間で比較した（Fig. 3、Fig. 4、





























よび体幹の %LTM が多く、%FM が少ないが、下
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べて、全身および部位別の %LTM と %BMC が多
く、%FM が少なく、体重が多い。さらに、右上肢




よびどの部位でも、%FM は少なく、 %LTM が多い
が、%BMC および体重は同程度である。バスケッ
トボール選手と比べて、上肢と体幹の %FM が多
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